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北海道　仁木町

第2回変更



平成 ２６ 年　３月 ２７日

仁木町市街地地区都市再生整備計画
平成26年度　～　平成28年度　 仁木町

　　計画の成果目標（定量的指標）

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 H30

1 都市再生 一般 仁木町 直接 仁木町 643.0

合計 643.0

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

 

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称
計画の期間 交付対象

計画の目標

大目標：安心と安全を確保し、誰もが快適な生活ができるまちづくり
　目標①：災害時の迅速かつ的確な通報伝達システムを構築する
　目標②：防災拠点等を整備し、地域防災力の強化を図る
　目標③：ふれあいや交流を通じた協働のまちづくり

【目標①に対する指標：住民の防災情報伝達に対する評価向上】
　　　防災行政無線を整備することにより、住民の防災情報伝達の評価向上を図る。
【目標②に対する指標：防災訓練の参加率向上】
　　　防災行政無線、防災用備蓄倉庫及び避難所を整備することにより、防災意識を高め、防災訓練への参加率向上を図る。
【目標③に対する指標：住民のコミュニティ活動・交流の推進に対する評価向上】
　　　地域コミュニティ活動の拠点となる大江コミュニティセンターの整備を行うことにより、コミュニティ活動・交流の推進の評価向上を図る。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備　　　考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

防災情報伝達の評価～住民の防災情報伝達に対する評価の割合 (%) 27.98%[H21] - 75.00%[H28]

防災訓練の参加率～町内全域を対象とする防災訓練（北海道原子力防災訓練）における町民の参加率 (%) 22.23%[H25] - 25.00%[H28]

コミュニティ活動・交流の推進の評価～住民のコミュニティ活動・交流の推進に対する評価の割合 (%) 27.38%[H21] - 33.58%[H28]

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

　　　百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

Ｂ全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
６４３．０百万円 Ａ ６４３．０百万円 　　　百万円 Ｃ

事業者
要素となる事業名

市町村名

仁木町 仁木町市街地地区都市再生整備計画事業 事業区域 A=560.0ha

市町村名番号 事業者 要素となる事業名
事業内容 事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

 

全体事業費
（百万円）



計画の名称 仁木町市街地地区都市再生整備計画

計画の期間 平成26年度　～　平成28年度　（３年間） 仁木町

（参考図面）社会資本総合整備計画（市街地整備）

交付対象

都市再生整備計画事業

■基幹事業 地域生活基盤施設

（地域防災施設）防災用備蓄倉庫
A=228.76㎡

都市再生整備計画事業

■基幹事業

地域生活基盤施設（地域防災施設）

都市再生整備計画事業
□提案事業 地域創造支援事業

（大江へき地保育所整備事業）
A=199.60㎡

都市再生整備計画事業

□提案事業 事業活用調査
（事業効果分析ｱﾝｹｰﾄ調査）

都市再生整備計画事業

■基幹事業

高次都市施設（地域交流センター）

都市再生整備計画事業

□提案事業 地域創造支援事業
（海抜表示板整備事業）

都市再生整備計画基幹事業

都市再生整備計画提案事業

凡 例


